平成17〜19年度 厚生労働科学研究 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業

ホテル受動喫煙対策アンケート（京都市、追跡調査、３回目調査票）　
貴ホテル名　　　　　　　　　　　　　　電話：　　　(　　 )　　　　，FAX： (　　　)　    　　　　

回答者　　　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　　　　  　　　　　　　

結果返信用宛先の電子メール：　　　　　　　　　　＠　　　　　　　　　　　　　　　　　

1． 貴ホテルの客室フロアの喫煙状況に関する前回のデータです。変更点は赤ペンで修正してください。
	a. 全て喫煙可ルームであるフロア
	（       　　）フロア

	b. 全て禁煙ルームであるフロア
	（       　　）フロア

	c. 喫煙可・禁煙ルームが混在するフロア
	（       　　）フロア

	                      合計フロア数
	（       　　）フロア


　　　　

2． 貴ホテルの禁煙ルームの設置状況に関する前回のデータです。変更点は赤ペンで修正してください。

	a.喫煙可ルーム
	（     　　　）ルーム

	b.禁煙ルーム
	（     　　　）ルーム

	　　　　　　　　合計ルーム数
	（ 　  　　　）ルーム


３．貴ホテルのパブリックスペース（公共空間）の受動喫煙の対策内容についてお尋ねします
１）フロント階ロビー、同階エレベーター前の喫煙状況についてお尋ねします。

	１． 全面禁煙　  ２．喫煙室以外は禁煙　 ３．喫煙コーナーを設定 　４． 規制なし


２）フロント階ロビーに隣接する喫茶やレストランから煙が流れてくることがありますか

	１．ない　     　２．ある　  　  ３．隣接する喫茶・レストランはない


３）喫煙可能な客室があるフロアのエレベーター前に灰皿がありますか。

	１．ない　　　　 ２．ある　　　　３．喫煙可フロアはない


４）禁煙フロアのエレベーター前に灰皿がありますか。

	１．ない　　　　 ２．ある　　　　３．禁煙フロアはない


５）宴会場の周囲（ロビー、廊下、エレベーター前）の喫煙状況についてお尋ねします。

	１． 全面禁煙　２．喫煙室以外は禁煙　３．喫煙場所を限定 　４． 規制なし　５．宴会場はない


４．貴ホテルの受動喫煙対策の周知・情報開示についてお尋ねします。
１）禁煙・喫煙場所を明示している場所に全て○をつけてください。
 1. 玄関出入口　2. フロントロビー　3. レストラン　4. エレベーターホール　5．明示していない

２）禁煙ルーム・禁煙フロアがあることを開示している情報源に全て○をつけてください。

   1. 貴ホテルＨＰに開示 　→；ア）禁煙ルーム数・フロア数も開示、ィ）数は開示していない    

   2. 貴ホテルパンフに開示 →；ア）禁煙ルーム数・フロア数も開示、ィ）数は開示していない    

   3. 「楽天」などホテル斡旋ＨＰ→；ア）禁煙ルーム数・フロア数も開示、ィ）数は開示していない    

   4.  その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　


   5．情報は開示していない
３）レストランの禁煙席、禁煙タイムを開示している情報源に全て○をつけてください。

    1.  貴ホテルＨＰ
　　 2. 貴ホテルパンフレット
　　　 
3. レストランの入口や店内　 

　  4.  その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
5. 情報は開示していない

５．レストラン、喫茶、バーの禁煙・分煙状況についてお尋ねします。(＊別添え記入例を御参照下さい)

前回の調査を元に、各レストランの分煙対策の内容別に禁煙席数と喫煙席数を記入しています。変更点がある場合には、赤ペンで修正してください。

	レストラン、カフェ・ラウンジ、バーの店名

　　　　　　　　　　　　(営業時間帯)
	総席数
	全席

禁煙
	 完全分煙

部屋として分離
	不完全分煙

区域を分けたのみ
	全席喫煙

	
	
	
	禁煙席 数
	喫煙席 数
	禁煙席 数
	喫 煙

席 数
	

	朝食時間帯
	 ( 　:  〜　:   )
	 
	
	
	
	　
	　
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	　
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	　
	

	ランチタイム・夕食時間帯以降
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	　 
	  　
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	


欄が不足する場合はコピーに記入するか、貴ホテルのパンフレットなどに直接書き込んで添付してもらっても結構です。

６．昨年のアンケート以降、受動喫煙防止について改善した点がありますか。

（ 1. ない、　　2. ある→具体的にその内容を書いて、さらに、その下の設問にも回答願います）


　本調査は、この１〜２年間におこなった受動喫煙対策の改善のきっかけとなりましたか。

　　1. 大いに影響した、　2. 多少は影響があった　3. ほとんど影響はなかった　4. わからない

７．受動喫煙防止に対する貴ホテルの現在の状況について該当するものに○をつけてください。
　　　

１．受動喫煙防止に対する基本方針があり、積極的に進めている

２．基本方針はないが、受動喫煙対策を積極的に進めている

３．受動喫煙防止の必要性を感じているが、十分な対策はおこなっていない

４．受動喫煙防止の必要性は感じていない
８．今回の調査で受動喫煙対策が優良な上位10位以内（京都市内）に入った場合、各種学会等で

　　優良推薦ホテルとして紹介してもよろしいでしょうか。

　　　１．紹介してもよい、　２．ホテル名は出さないで欲しい
コメントがありましたら、余白にご記入下さい。ご協力ありがとうございました。

以下は、記入例として別紙として添付します。

６．レストラン、喫茶、バーの禁煙・分煙状況についてお尋ねします。(記入例です)
レストランの名前と総席数を記入し、対策の内容別に禁煙席数と喫煙席数を記入してください。禁煙タイムを設定している場合や時間帯によって禁煙席の比率が異なる場合には、それぞれの場合について記入して下さい。

	レストラン、カフェ・ラウンジ、バー名

　　　　　　　　　(営業時間帯)
	総席数
	全席

禁煙
	 完全分煙

部屋として分離
	不完全分煙

区域を分けたのみ
	全席喫煙

	
	
	
	禁煙席 数
	喫煙席 数
	禁煙席 数
	喫 煙

席 数
	

	朝食時間帯
	　　ラセル　　　　   　( ７:00〜10:00)
	 60
	60
	 
	
	　
	　
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	　
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	　
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	　
	

	昼食時間帯以降
	　　ラセル 　　　　　( 11:00〜15:00)
	 60
	
	40　 
	 20 　
	　 
	 　
	

	
	　　欅　　 　　　　　( 11:00〜15:00)
	 70
	
	
	
	35
	35
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　ラセル　　 　　　( 17:00〜21:00)
	 60
	
	
	
	
	
	60

	
	　　欅　　 　　　　　( 17:00〜21:00))
	 70
	
	
	
	
	
	70

	
	　ジェットストリーム　( 17:00〜23:00)
	 20
	
	
	
	
	
	20

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	

	
	 ( 　:  〜　:   )
	
	
	
	
	
	
	


欄が不足する場合はコピーに記入するか、貴ホテルのパンフレットなどに直接書き込んで添付してもらっても結構です。

ラセルは、朝食時間帯は全面禁煙、

　　　　　昼食時は屋外テラスの20席が喫煙席、屋内の40席が禁煙席（壁による隔離）

　　　　　夕食時は屋内も屋外も喫煙が可能。

欅は、昼食時はレストランの半分が喫煙、半分が禁煙。

　　　しかし、両者の間には壁がないため不十分な分煙。

ジェットストリーム（バー）は、全席喫煙

事務局でホテル全体の飲食店を評価する場合（別紙２）、ラセルは禁煙タイム（１点）と個室以外禁煙、この場合は壁による分煙（２点）の両方の評価が考えられます。平均をとって1.5点とするか、低い方の１点とするかは検討中です。

仮に高い方の２点をとった場合、ラセル２点、欅０点、ジェットストリーム０点で合計２点を店舗数３で割って0.67点がホテル内３店のレストランの平均評価となります。






























































